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は
じ
め
に

　

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
を
め
ぐ
り
、
沖
縄

県
（
以
下
、「
県
」
と
い
う
）
と
国
の
間
で
訴
訟
合
戦
が

続
い
て
い
る（
１
）。
し
か
し
、
正
直
申
し
上
げ
て
、
今
回
の
論

戦
に
つ
い
て
は
論
評
が
難
し
く
、
い
ず
れ
の
側
の
主
張
に

も
簡
単
に
軍
配
を
あ
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
と
い
う

の
は
、
今
回
の
事
件
で
は
、
古
典
的
な
権
力
中
心
の
行
政

法
理
論
（
＋
法
制
度
）
と
そ
れ
を
何
と
か
修
正
発
展
さ
せ

た
い
と
い
う
市
民
当
事
者
的
な
行
政
法
理
論
が
入
り
交
じ

り
、
県
と
国
（
と
く
に
国
）
が
、
そ
の
中
か
ら
自
身
に
有

利
な
部
分
を
使
い
分
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
に
辺
野
古
移
設
を
め
ぐ
り
混
沌
と

し
た
状
態
に
あ
る
行
政
法
上
の
争
点
を
、
本
誌
の
読
者
に

で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
解
説
し
、
そ
れ
に
若
干
の
私

見
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、

事
件
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
、
花
輪
伸
一
ほ
か

『
安
倍
政
権
は
、
ど
う
し
て
沖
縄
を
い
じ
め
る
の
か
！　

沖
縄
第
三
者
委
員
会
報
告
書
を
読
み
解
く
』（
七
つ
森
書

館
、
二
〇
一
五
年
）
に
よ
る
こ
と
と
し
、
本
文
中
に
引
用

頁
を
付
記
す
る（
２
）。

　

１　

事
件
の
骨
子

　

今
回
の
辺
野
古
移
設
に
か
ら
ん
で
は
、
い
く
つ
か
の
訴

訟
が
係
争
中
で
あ
る
が
、
今
回
は
、
つ
ぎ
の
四
つ
の
問
題

（
⑶
⑷
は
仮
定
）
の
み
を
取
り
上
げ
る
。

⑴　

沖
縄
県
知
事
は
、（
仲
井
眞
前
知
事
の
と
き
に
）
沖

縄
防
衛
局
長
に
あ
た
え
た
岩
礁
破
砕
許
可
に
関
連
し
破

砕
工
事
等
の
停
止
を
指
示
し
（
以
下
、「
工
事
停
止
指

示
」
と
い
う
）、
お
よ
び
公
有
水
面
埋
立
承
認
を
取
り

消
す
処
分
（
以
下
、「
埋
立
承
認
取
消
処
分
」
と
い
う
）

を
し
た
（
そ
れ
ぞ
れ
の
処
分
の
日
付
は
省
略
）。

⑵　

沖
縄
防
衛
局
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
き
沖
縄

県
知
事
を
被
告
と
し
て
、
工
事
停
止
指
示
の
取
り
消
し

を
求
め
る
裁
決
を
農
林
水
産
大
臣
に
、
埋
立
承
認
取
消

処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
る
裁
決
を
国
土
交
通
大
臣
に

申
請
し
た
。さ
ら
に
取
消
裁
決
が
下
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

取
消
処
分
の
効
力
を
停
止
す
る
執
行
停
止
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
大
臣
に
申
立
て
た
（
そ
れ
ぞ
れ
の
裁
決
申
請
等
の

日
付
は
省
略
）。

⑶　

農
水
大
臣
お
よ
び
国
交
大
臣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
⑵
の
裁

決
申
請
を
み
と
め
な
い
裁
決
（
請
求
棄
却
裁
決
）
を
し

た
。
そ
こ
で
、
沖
縄
防
衛
局
（
国
）
は
行
政
事
件
訴
訟

法
に
基
づ
き
沖
縄
県
を
被
告
と
し
て
、
⑵
と
同
じ
趣
旨

の
判
決
を
求
め
る
訴
訟
（
取
消
訴
訟
）
を
那
覇
地
裁
に

提
起
し
、
さ
ら
に
取
消
判
決
が
下
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

取
消
処
分
の
効
力
を
停
止
す
る
執
行
停
止
を
裁
判
所
に

申
立
て
た
（
こ
の
部
分
は
仮
定
）。

⑷　

上
記
⑶
と
は
逆
に
、農
水
大
臣
お
よ
び
国
交
大
臣
は
、

そ
れ
ぞ
れ
⑵
の
裁
決
申
請
を
認
め
る
裁
決
（
請
求
認
容

裁
決
、
取
消
裁
決
）
を
し
た
。
そ
こ
で
、
沖
縄
県
は
行

政
事
件
訴
訟
法
に
基
づ
き
国
を
被
告
と
し
て
各
大
臣
の

し
た
裁
決
の
取
り
消
し
を
求
め
る
訴
訟
（
裁
決
取
消
訴

訟
）
を
東
京
地
裁
に
提
起
し
た
（
こ
の
部
分
は
仮
定
）。

　

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
問
題
と

行
政
法
上
の
争
点

　

畠　

山　

武　

道
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２　

知
事
の
工
事
停
止
指
示
を
行
政
不
服
審
査
や

　
　

取
消
裁
判
で
争
え
る
か

　

ま
ず
、行
政
不
服
審
査
と
裁
判
の
違
い
を
説
明
し
よ
う
。

行
政
不
服
審
査
は
行
政
不
服
審
査
法
（
以
下
、「
行
服
法
」

と
い
う
）
に
根
拠
が
あ
り
、
処
分
を
し
た
行
政
庁
に
対
し

て
行
う
異
議
申
立
と
、
処
分
行
政
庁
の
上
級
機
関
に
対
し

て
行
う
審
査
請
求
（
以
下
、「
審
査
請
求
」
と
い
う
）
と

が
あ
る
。
処
分
を
し
た
当
事
者
や
そ
の
上
司
が
国
民
の
不

服
を
判
断
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
民
の
主
張
が
認
め
ら

れ
る
可
能
性
は
低
い
（
い
わ
ゆ
る
「
同
じ
穴
の
む
じ
な
」）。

そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
の
改
革
案
が
議
論
さ
れ
、
二
〇
一
四
年

に
大
改
正
が
さ
れ
た
（
異
議
申
立
は
原
則
廃
止
）。
こ
れ

ま
で
行
政
不
服
審
査
に
対
す
る
国
民
の
関
心
や
信
頼
は
き

わ
め
て
低
か
っ
た
が
、
新
た
に
行
政
不
服
審
査
会
な
ど
の

仕
組
み
が
設
け
ら
れ
た
の
で
、
今
後
は
、
土
地
収
用
、
都

市
計
画
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど
に
つ
い
て
、
審
査
請
求

を
試
し
て
み
る
価
値
が
あ
る
（
手
続
も
簡
単
で
、
弁
護
士

も
費
用
も
不
要
）。

  

取
消
訴
訟
は
行
政
事
件
訴
訟
法
（
以
下
、「
行
訴
法
」

と
い
う
）
に
根
拠
が
あ
り
、
処
分
を
し
た
者
（
国
、
地
方

公
共
団
体
、
独
立
行
政
法
人
、
さ
ら
に
建
築
確
認
を
し
た

民
間
指
定
確
認
検
査
機
関
な
ど
）
を
被
告
と
し
て
、
裁
判

所
に
処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
る
裁
判
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
審
査
請
求
や
取
消
訴
訟
は
だ
れ
で
も
自
由
に

で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
対
象
と
な
る
事
項
、
資
格
、
訴

え
の
期
間
、
時
期
な
ど
に
細
か
な
制
約
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
行
政
不
服
審
査
や
取
消
訴
訟
で
争
え
る
の
は
、

「
行
政
庁
の
処
分
」（
行
服
法
二
条
、
行
訴
法
三
条
二
項
、

八
条
）
と
さ
れ
て
い
る
（
処
分
性
の
要
件
）。「
処
分
」
に

当
た
ら
な
い
も
の
は
、
行
政
不
服
審
査
や
取
消
訴
訟
で
争

う
こ
と
は
で
き
な
い
（
当
事
者
訴
訟
、
民
事
訴
訟
な
ど
の

裁
判
で
争
う
こ
と
は
で
き
る
）。「
処
分
」
の
内
容
は
、
行

政
不
服
審
査
と
取
消
訴
訟
と
で
同
じ
も
の
と
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
多
数
の
訴
え
が
、
処
分
性
の
要
件
を
み
た
さ
な
い
と

い
う
理
由
で
却
下
（
門
前
払
い
）
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
行
政
指
導
で
あ
る
。
行
政
指
導
は
、
法

律
上
は
ま
っ
た
く
法
的
拘
束
力
が
な
く
、
国
民
が
従
わ
な

く
て
も
義
務
違
反
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
学
説
や
判
例

は
行
政
指
導
は
「
処
分
」
に
該
当
し
な
い
と
解
し
て
き
た

（
指
導
に
従
わ
な
け
れ
ば
後
に
処
分
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
の
と
き
は
処
分
を
争
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
）。

と
こ
ろ
が
、
沖
縄
防
衛
局
が
指
示
の
取
り
消
し
と
指
示
の

効
力
の
執
行
停
止
を
求
め
る
と
、
指
示
は
行
政
指
導
に
す

ぎ
な
い
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農

水
大
臣
は
簡
単
に
執
行
停
止
を
認
め
て
し
ま
っ
た
。
執
行

停
止
は
「
処
分
の
効
力
、処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
」

の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
す
る
も
の
な
の
で
、
農
水

大
臣
（
国
）
は
行
政
指
導
の
処
分
性
を
非
常
に
緩
や
か
に

認
め
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
農
水
大
臣
（
国
）
の
判
断
は
、
沖
縄
県
に
と
っ
て

は
、
は
な
は
だ
不
当
な
も
の
で
あ
る
が
、
行
政
指
導
に
対

す
る
審
査
請
求
や
取
消
訴
訟
を
否
定
さ
れ
続
け
て
き
た
国

民
に
と
っ
て
は
大
変
な
朗
報
で
あ
る
。
憤
る
べ
き
か
、
喜

ぶ
べ
き
か
、
行
政
法
研
究
者
に
と
っ
て
は
悩
ま
し
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

３　

知
事
は
、
一
度
し
た
公
有
水
面
埋
立
承
認
を

　
　

取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
の
か

　

行
政
庁
が
誤
っ
て
法
令
に
違
反
す
る
処
分
を
し
た
場
合
、

行
政
庁
は
、
法
律
に
「
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
規
定
が
な
く
て
も
、
違
法
な
処
分
の
取
消
し
が
可
能
で

あ
る（
３
）。
し
か
し
、
学
説
は
、
処
分
を
国
民
に
利
益
を
あ
た

え
る
処
分
（
各
種
許
可
、
金
銭
の
給
付
な
ど
）
と
不
利
益

を
あ
た
え
る
処
分
（
免
許
停
止
、
立
入
り
禁
止
、
税
金
の

賦
課
な
ど
）
に
区
分
し
、
不
利
益
処
分
の
取
消
し
は
自
由

で
あ
る
が
、
授
益
処
分
の
取
消
し
は
自
由
に
は
で
き
な
い

と
解
釈
し
て
き
た
（
た
と
え
ば
、
年
金
を
誤
っ
て
過
大
に

支
給
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
相
手
方
に
返
済
能
力
が
な

い
よ
う
な
と
き
は
、
違
法
支
給
部
分
の
全
額
の
返
還
を
請

求
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
）。

　

公
有
水
面
埋
立
承
認
は
、
相
手
方
に
利
益
を
あ
た
え
る

処
分（
授
益
処
分
）で
あ
り（
４
）、そ
れ
を
取
り
消
す
行
為
は「
不

利
益
処
分
」（
行
政
手
続
法
二
条
四
号
）に
該
当
す
る
の
で
、

行
政
庁
が
後
に
そ
れ
を
違
法
と
考
え
た
（
あ
る
い
は
気
づ

い
た
）
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
処
分
を
取
り
消
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
学
説
・
判
例
は
、
⑴
相
手
方
（
国
民
、

法
人
な
ど
）
に
落
ち
度
が
あ
る
場
合
（
申
請
書
の
虚
偽
記

載
、
処
分
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
な
ど
）、

⑵
相
手
方
の
信
頼
を
犠
牲
に
し
て
も
な
お
公
益
の
実
現
を

図
る
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
に
は
、
処
分
の
取
消
し
が
認

め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

今
回
の
公
有
水
面
埋
立
承
認
の
取
消
し
に
つ
い
て
は
、
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承
認
前
に
県
（
前
知
事
）
と
国
が
何
度
か
協
議
を
重
ね
て

き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
⑴
国
（
沖
縄
防
衛
局
）
の
側
に

一
方
的
に
落
ち
度
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
⑵

（
前
知
事
の
し
た
）
承
認
に
重
大
な
法
令
違
反
が
あ
り
、
公

益
が
著
し
く
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
な
ど
は
、

承
認
取
消
し
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

第
三
者
委
員
会
が
大
部
の
「
検
証
結
果
報
告
書
」（
二
〇
一

五
年
七
月
一
六
日
）
を
公
表
し
て
い
る
が
（
花
輪
ほ
か
・

九
一
頁
以
下
。
ま
た
、
同
一
八
五
―
二
〇
六
頁
に
取
消
通

知
書
の
全
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
）、
今
回
は
議
論
に
立

ち
入
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
た
い
。

　

３　

沖
縄
防
衛
局
（
国
）
は
、
埋
立
承
認
取
消

　
　

処
分
に
つ
い
て
審
査
請
求
で
き
る
か

　

と
こ
ろ
で
、
行
服
法
二
条
は
「
行
政
庁
の
処
分
に
不
服

が
あ
る
者
は
、
…
…
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
定
め
る
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
審
査
請
求
人
に
「
法

律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
」
が
あ
る
こ
と
が
当
然
の
前
提
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
資
格
（
不
服
申
立
適
格
）
は
、
取
消

訴
訟
の
資
格
（
原
告
適
格
）
と
基
本
的
に
同
じ
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
公
有
水
面
埋
立
免
許
の
取
消
し
は
典
型

的
な
「
行
政
庁
の
処
分
」
で
あ
り
、
免
許
を
取
り
消
さ
れ

た
者
に
不
服
申
立
適
格
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ

る
。
そ
こ
で
国
は
承
認
取
消
し
に
つ
い
て
も
、「
一
般
私

人
と
同
様
の
立
場
で
本
件
承
認
の
名
宛
人
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
不
服
申
立
の
主
体
と
な
り
う
る
」（
花
輪

ほ
か
一
七
六
頁
）
と
主
張
し
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、
行
服
法
一
条
の
定

め
る
「
国
民
」
に
国
（
沖
縄
防
衛
局
）
は
含
ま
れ
な
い
と

い
う
主
張
や（
５
）、
国
の
機
関
で
あ
る
沖
縄
防
衛
局（
６
）（
長
）
が

裁
決
や
執
行
停
止
を
申
立
て
、
同
じ
国
の
機
関
で
あ
る
国

土
交
通
大
臣
が
そ
れ
を
判
断
す
る
の
は
不
公
正
で
あ
り
、

法
治
国
家
に
も
と
る
と
い
う
批
判
が
あ
る（
７
）。
し
か
し
、
国

の
不
服
申
立
適
格
を
ひ
と
ま
ず
別
に
す
る
と
、
行
服
法
が

国
の
機
関
に
対
す
る
処
分
を
審
査
請
求
の
対
象
か
ら
一
律

に
排
除
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

そ
こ
で
、
第
二
に
、
改
正
行
服
法
七
条
二
項
に
着
目
し

よ
う
。
同
項
は
、
国
の
機
関
、
地
方
公
共
団
体
等
お
よ
び

そ
の
機
関
に
対
す
る
処
分
等
で
「
そ
の
固
有
の
資
格
に
お

い
て
当
該
処
分
の
相
手
方
と
な
る
も
の
」
に
は
こ
の
法
律

を
適
用
し
な
い
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
国
・
地

方
公
共
団
体
等
の
機
関
に
対
す
る
処
分
も
審
査
請
求
の
対

象
と
な
る
こ
と
を
前
提
に
、「
そ
の
固
有
の
資
格
」
に
着

目
し
て
な
さ
れ
た
処
分
は
審
査
請
求
の
対
象
外
と
な
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。「
固
有
の
資
格
」
と
は
「
国
・
地

方
公
共
団
体
等
の
機
関
で
あ
る
か
ら
こ
そ
立
ち
え
た
立

場
」
を
い
う
と
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
「
国
…
…
の
機
関
で
あ
る
か
ら
こ
そ
立
ち
え
た

立
場
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の

問
題
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、「
処

分
」
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
で
「
国
の
機
関
で

あ
る
か
ら
こ
そ
立
ち
え
た
立
場
」
の
理
解
も
変
わ
っ
て
く

る
。
い
ろ
い
ろ
な
主
張
が
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
の
と
こ

ろ
決
め
手
が
な
く
、
今
後
の
議
論
に
期
待
す
る
し
か
な
い（
８
）。

　

私
見
（
畠
山
）
は
、
行
服
法
の
仕
組
み
は
、
不
服
申
立

適
格
や
「
固
有
の
資
格
」
に
関
わ
り
な
く
国
や
地
方
公
共

団
体
等
（
の
機
関
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
想
定
し
て
い
な

い
（
あ
る
い
は
十
分
に
規
定
が
整
備
で
き
て
い
な
い
）
と

考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
行
服
法
二
五
条
四
項
は
、
現
在

問
題
に
な
っ
て
い
る
執
行
停
止
の
要
件
に
つ
い
て
、「
審

査
請
求
人
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
…
…
重

大
な
損
害
を
さ
け
る
た
め
に
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
審
査
庁
は
執
行
停
止
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
公
共
の
福
祉
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
と
き
、
…
…
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
定

め
て
い
る
が
、
国
が
公
益
の
実
現
を
御
旗
に
審
査
請
求
人

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
規
定
の
説
明
が
つ
か
な
く
な

る
（
二
六
条
も
同
じ
）
（
９
）。
四
項
に
い
う
「
重
大
な
損
害
」

と
は
、
一
般
に
（
公
共
の
福
祉
に
相
反
す
る
）
私
的
な
利

益
の
侵
害
を
さ
し
て
お
り
、
外
交
、
防
衛
上
の
公
益
侵
害

な
ど
を
想
定
し
て
い
な
の
で
あ
る
。

　

４　

国
・
県
に
よ
る
取
消
訴
訟
の
提
起
は
可
能
か

　

⑶
、
⑷
は
、
行
政
主
体
は
行
政
目
的
を
実
現
す
る
た
め

に
、
よ
り
一
般
的
に
訴
訟
制
度
を
利
用
で
き
る
の
か
、
と

い
う
問
題
に
関
連
す
る
。
こ
の
問
題
は
議
論
の
す
そ
野
が

広
く
、
分
か
り
や
す
い
説
明
に
苦
労
す
る
個
所
で
あ
る
。

紙
数
も
つ
き
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
議
論
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

【
注
】

（
１
）　

北
海
道
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
五
日
（
朝
刊
）、
同
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一
一
月
一
八
日
（
朝
刊
）、
同
一
二
月
二
五
日
（
夕
刊
）、

同
一
二
月
二
六
日（
朝
刊
）、同
二
〇
一
六
年
二
月
二
日（
朝

刊
）、
朝
日
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
四
日
（
朝
刊
）、

同
一
〇
月
一
五
日
（
朝
刊
）、同
一
一
月
一
八
日
（
朝
刊
）

な
ど
。
論
評
と
し
て
、
白
藤
博
行
「
辺
野
古
新
基
地
建
設

行
政
法
問
題
覚
書
」
自
治
総
研
四
四
三
号
（
二
〇
一
五
年

九
月
号
）
二
一
頁
、
徳
田
博
人
「
辺
野
古
新
基
地
建
設
の

阻
止
と
沖
縄
防
衛
局
の
審
査
請
求
問
題
」
季
刊
自
治
と
分

権
六
〇
号
（
二
〇
一
五
年
六
月
）
五
七
頁
、
新
垣
勉
「
辺

野
古
新
基
地
建
設
の
現
状
と
法
的
問
題
点
」
法
律
時
報
八

　
　

七
巻
一
〇
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
号
）
四
八
頁
な
ど
参
照
。

ま
た
、
岩
礁
破
砕
許
可
に
係
わ
る
工
事
停
止
指
示
ま
で
の

経
過
に
つ
い
て
は
、
畠
山
武
道
「
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の

辺
野
古
移
設
問
題
」
法
律
時
報
八
七
巻
七
号
（
二
〇
一
五

年
六
月
号
）
一
頁
で
も
簡
単
に
ふ
れ
た
。

（
２
）　

本
稿
は
紙
数
の
制
約
も
あ
り
、
細
か
な
事
実
経
過
や
公

式
文
書
の
紹
介
を
省
略
し
た
。
詳
し
く
は
、
注
⑴
記
載
の

文
献
の
ほ
か
に
、
花
輪
伸
一
ほ
か
『
安
倍
政
権
は
、
ど
う

し
て
沖
縄
を
い
じ
め
る
の
か
！　

沖
縄
第
三
者
委
員
会

報
告
書
を
読
み
解
く
』
七
つ
森
書
館
、
二
〇
一
五
年
）
を

参
照
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
事
件
に
関
連
す
る
公
式
文

書
の
一
部
は
、
地
方
自
治
総
合
研
究
所
「
沖
縄
辺
野
古
埋

め
立
て
に
関
す
る
公
開
文
書
」（http://w

w
w.jitisoken.jp/

archive/henokosiryou/index.htm
l

）
か
ら
入
手
で
き
る
。

（
３
）　

取
消
し
と
は
異
な
り
、適
法
に
し
た
処
分
が
、後
に
な
っ

て
違
法
状
態
に
な
っ
た
り
、
公
益
に
適
合
し
な
く
な
っ
た

場
合
に
、行
政
庁
が
処
分
の
効
力
を
失
わ
せ
る
こ
と
を「
撤

回
」
と
い
う
。
撤
回
に
つ
い
て
は
、「
撤
回
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
い
う
規
定
が
必
要
と
い
う
説
と
不
要
と
い
う

説
が
あ
る
が
、最
高
裁
は
不
要
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

し
か
し
、
撤
回
は
簡
単
に
は
許
さ
れ
ず
、
と
く
に
授
益
的

処
分
の
撤
回
に
つ
い
て
は
損
害
賠
償
や
補
償
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
る
。

（
４
）　

公
有
水
面
埋
立
承
認
が
「
処
分
」
と
い
え
る
か
ど
う
か

も
、
悩
ま
し
い
問
題
で
あ
る
。
公
有
水
面
は
国
の
所
有
で

あ
り
、
公
有
水
面
埋
立
は
、
公
有
水
面
を
私
有
地
と
す
る

た
め
に
陸
地
を
造
成
す
る
行
為
で
あ
る
（
国
有
財
産
の
処

分
、財
産
権
の
創
設
）。そ
こ
で
公
有
水
面
埋
立「
免
許
」は
、

行
政
法
で
は
特
許
（
普
通
の
者
が
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
特

別
の
権
利
・
資
格
を
あ
た
え
る
行
為
）
と
さ
れ
、
国
が
全

国
的
な
統
一
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。
最
近
は
、（
小
規
模
な
も
の
を
の
ぞ
き
）

私
企
業
に
公
有
水
面
埋
立
免
許
が
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
　
　

と
こ
ろ
が
、
国
が
埋
立
権
者
と
な
る
場
合
は
、
知
事
の

免
許
の
か
わ
り
に
知
事
の
「
承
認
」
と
い
う
手
続
が
と
ら

れ
る
（
埋
立
法
四
二
条
）。
し
か
し
、
国
が
自
分
の
所
有

で
あ
る
公
有
水
面
を
埋
立
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
知
事
の
免

許
が
必
要
と
い
う
理
屈
は
お
か
し
い
。
そ
こ
で
、「
承
認
」

は
、
国
の
知
事
に
対
す
る
挨
拶
の
よ
う
な
も
の
（
管
理
上

の
調
整
）
で
、「
処
分
」
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た

の
で
あ
る（
実
際
、承
認
を
拒
否
す
る
自
治
体
な
ど
な
か
っ

た
）。
し
か
し
、
一
九
七
三
年
に
法
律
が
改
正
さ
れ
、
知

事
は
お
も
に
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
免
許
や
承
認
に
つ
い

て
審
査
権
限
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
公
有
水

面
埋
立
の
規
制
を
、
財
産
権
付
与
に
関
す
る
規
制
と
考
え

る
か
（
従
来
の
国
の
主
張
）、
環
境
保
全
に
関
す
る
規
制

と
考
え
る
か
（
最
近
の
環
境
弁
護
士
等
の
主
張
）
で
、「
承

認
」
の
法
的
評
価
も
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
花
輪
ほ

か
・
前
掲
注
⑵
一
六
六
―
一
七
二
頁
。

（
５
）　

濱
秀
和
弁
護
士
コ
メ
ン
ト
・
朝
日
新
聞
二
〇
一
五
年

一
〇
月
一
五
日
（
朝
刊
）
一
三
版
四
頁
。

（
６
）　

そ
も
そ
も
、
国
の
行
政
組
織
で
あ
る
沖
縄
防
衛
局
に
審

査
請
求
資
格
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
埋
立
承
認
の
申
請
者
お
よ
び
名
宛
人
が
沖
縄
防
衛
局

（
長
）
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
議
論
を

要
す
る
問
題
で
あ
る
。

（
７
）　

行
政
法
研
究
者
有
志
一
同
の
声
明
（
二
〇
一
五
年
一
〇

月
二
三
日
）
参
照
。

（
８
）　

角
松
生
史
「「
固
有
の
資
格
」
と
「
対
等
性
」
ー
辺
野

古
新
基
地
を
め
ぐ
る
工
事
停
止
指
示
と
審
査
請
求
に
つ
い

て
」
法
律
時
報
八
七
巻
一
二
号
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
号
）

四
〇
―
四
一
頁
。
た
と
え
ば
、
国
の
機
関
が
航
路
整
備
の

た
め
に
岩
礁
破
砕
許
可
を
え
た
場
合
を
例
に
と
る
と
、
そ

れ
が
漁
船
航
行
の
た
め
に
必
要
で
あ
れ
ば
一
般
民
間
人
と

同
じ
立
場
で
あ
る
が
、
自
衛
艦
航
行
の
た
め
に
必
要
で
あ

れ
ば
「
国
…
…
の
機
関
だ
か
ら
こ
そ
立
ち
え
た
立
場
」
で

あ
る
と
い
う
言
い
方
も
可
能
で
あ
る
。

（
９
）　

そ
の
他
、
国
の
審
査
請
求
を
認
め
た
場
合
、
一
三
条
、

一
四
条
二
項
、
三
八
条
、
四
五
条
三
項
、
四
八
条
な
ど
の

適
用
に
も
疑
義
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。

＜

は
た
け
や
ま　

た
け
み
ち
・
北
海
道
大
学
名
誉
教
授＞


